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協
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会

○

御

．

案

内

二
月

二
十

六

日

（
月
）

十

一
時

半

よ

り

入

館

可

、

正
午

～

午

後

二
時

半

参

議

院

議

員
会

館

一
階

一
〇

二
会

議

室

講

題

韓

国

の

北

朝

鮮

へ
の
対

応

、

対

日

・
米

・
中

国

関

係

！

講

師

武

藤

正

敏

先

生

（
外

交

経

済

評

論

家

。

元
駐

韓

国

大

使

）

◎

い
ま

、

世

界

は

、

北

朝

鮮

の
度

重

な

る
核

実

験

・
I

C

B

M

（
大

陸

間

弾

道

ミ

サ

イ

ル
）

発

射

を

は

じ

め

と

し

、

挑

発

的

言

動

に
振

り

回

さ

れ

て

お

り

、

こ

れ

に
対

し

て
、

ト

ラ

ン
プ

米

大

統

領

が

ど

う

対

応

す

る

の

か

、

注

目

さ

れ

て
お

り

ま

す

。

ま

た

、

世

界

が

北

朝

鮮

へ
経

済

的

圧

力

を

強

化

し

て

い

る

最

中

に
、

韓

国

の
文

在

寅

大

統

領

は

韓

国

の
平

昌

に

て
冬

季

オ

リ

ン
ピ

ッ
ク

が

開

催

さ

れ

る

の
を

機

に
、

北

の
金

正

恩

軍

事

委

員

長

に
選

手

団

の
派

遣

を

要

請

し

、

北

は

こ

れ

に

応

じ

て
選

手

団

の

ほ

か

応

援

の
美

女

軍

団

や

芸

術

団

を

送

り

込

み

、

南

北

友

好

ム

ー

ド

を

醸

成

し

つ

つ
あ

り

、

世

界

を

輩

楚

さ

せ

て
お

り

ま

す

。

こ

の
冬

季

オ

リ

ン
ピ

ッ
ク

の
開

催

中

は

、

ま

ず

は

米

朝

の
軍

事

衝

突

は

な

い

で
し

ょ
う

が

、

そ

の
あ

と

ど

う

な

る

か

？

ま

た

、

中

国

、

ロ
シ

ア
が

ど

う

出

て
く

る

の
か

、

心

配

で
す

。

そ

こ

で
今

回

は

、

三

年

に

わ

た

り

、

駐

韓

国

日

本

大

使

を

つ
と

め

ら

れ

た

武

藤

正

敏

先

生

に
、

北

朝

鮮

を

め

ぐ

る

東

ア
ジ

ア
情

勢

の
分

析

。
御

解

説

を

い
た

だ

き

ま

す

。

奮

っ
て

の
御

参

加

お

待

ち

申

し

上

げ

ま

す

。

（
清

原

記

）

口
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会

費

（
昼

食

付

き

）

会

員

は

四

千

円

、

非

会

員

五

千

円

。
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▽

二

月

二
十

二

日

（
木

）

ま

で

に

出

欠

の

御

連

絡

賜

り

た

く

。

◎

御

報

告

正

月

十

五

日

に

は

、

慣

例

に
よ

り

、

当

「
公

益

財

団

法

人

協

和

協

会

」

と

「
時

代

を

刷

新

す

る

会

」

共

催

の

『
新

春

懇

親

会

－

安

倍

政

権

で
外

患

内

憂

の
克

服

を

！

』

が

、

ホ

テ

ル

・
ル

ポ

ー

ル

麹

町

に

て
開

催

さ

れ

た

。

 正

午

に
開

会

宣

言

後

、

ま

ず

、

安

倍

晋

三

内

閣

総

理

大

臣

か

ら

頂

戴

し

た

御

丁

重

な

祝

電

が

、

壇

上

に

お

い

て

清

原

淳

平

専

務

理

事

よ

り

、

代

読

御

披

露

さ

れ

た

。

続

い

て

の
、

岸

信

夫

会

長

代

行

の
年

頭

挨

拶

は

、

岸

信

夫

衆

議

院

議

員

が

、

昨

年

の
外

務

副

大

臣

の
あ

と

衆

議

院

議

院

運

営

委

員

会

理

事

・
自

民

党

国

会

対

策

副

委

員

長

と

い

う

、

国

会

か

ら

離

れ

ら

れ

な

い
要

職

に
あ

っ
た

の

で
、

こ

の
国

会

開

会

前

の
お

正

月

は

、

地

元

行

事

が

重

な

り

、

御

欠

席

と

な

っ
た

の

で
、

御

起

案

い
た

だ

い
た

「
年

頭

挨

拶

」

は

、

議

員

会

館

詰

め

の
永

瀬

祐

見

子

秘

書

さ

ん

が

壇

上

に

て

代

読

し

た

。

全

力

を

挙

げ

て
安

倍

内

閣

を

支

え

て
行

く

と

の
御

信

念

で
、

一
同

決

意

を

新

た

に
し

た

。

そ

の
あ

と

、

半

田
晴

久

理

事

長

が

「
年

頭

挨

拶

」

に
立

ち

、

学

校

を

経

営

し

事

業

を

支

援

し

、

芸

術

、

演

劇

、

ま

た

、

ゴ

ル

フ
や

サ

ッ
カ

ー

な

ど

ス
ポ

ー

ツ
も

支

援

し

て
き

て

い

る
が

、

す

べ

て
共

通

し

て

言

え

る

こ
と

は

、

心

。
技

。
体

が

整

っ
て

い

る

こ

と

で
あ

り

、

さ

ら

に
、

そ

れ

に
高

い
志

と

情

熱

が

あ

っ
て

こ

そ

、

こ
と

は

成

功

す

る
。

私

は

、

志

を

高

く

持

っ
て
、

今

年

も

協

和

協

会

、

時

代

を

刷

新

す

る
会

を

支

え

て
行

く

所

存

で
す

。

皆

さ

ん

も

、

ど

う

か

志

を

高

く

持

っ
て
、

協

和

協

会

、

時

代

を

刷

新

す

る

会

の
活

動

に
取

り

組

ん

で

い

た

だ

き

た

い
と

結

ん

で
、

盛

大

な

拍

手

を

浴

び

ま

し

た

。

次

い

で

、

大

野

功

統

元

防

衛

庁

長

官

が

乾

杯

の
音

頭

を

と

り

、

食

事

に
入

り

、

そ

の
後

、

両

団

体

の
部

会

長

や

委

員

長

を

は

じ

め

、

参

加

会

員

か

ら

発

言

が

相

次

ぎ

、

新

春

懇

親

会

に
ふ

さ

わ

し

い
、

和

や

か

な

会

合

で

し

た

。

こ

の
新

春

懇

親

会

に

つ
い

て

は

、

事

務

局

で

、

そ

の

「
写

真

報

告

」
を

編

集

し

て
お

り

ま

す

の

で
、

二
月

例

会

当

日

に
は

配

付

い

た

し

ま

す

。

（
清

原

記

）

▽

当

「
公

益

財

団

法

人

協

和
協

会

」

と

は

昭

和

四
十

九

年

、

岸

信

介

元

総

理

に
よ

っ
て
創

立

さ

れ

た

財

団

。

活

動

趣

旨

は

、

「
政

党

・
派

閥

び
利

害

・
打

算

の
次

元

を

超

え

て
、

真

に
国

家

的

課

題

を

調

査

研

究

し

、

特

に

重

要

課

題

は

、

政

府

宛

要

請

書

を

作

っ
て
、

時

の
政

府

へ
提

出

す

る

」

こ
と

に
あ

る
、

昭

和

五

十

四
年

か

ら

本

格

活

動

に
入

り

、

月

例

講

話

会

の
ほ

か

に
、

八

つ

の
部

会

と

、

五

～

六

の
委

員

会

が

あ

り

、

こ
れ

ま

で

に
百

三
十

七

本

の
要

請

書

を

時

の
政

府

へ
提

出

し

て

い

る

。

第

二

代

会

長

は

福

田

赴

夫

元

総

理

、

第

三

代

会

長

は

桜

内

義

雄

元

衆

議

院

議

長

、

第

四
代

会

長

は

塩

川

正

十

郎

元

財

務

大

臣

、

第

五

代

会

長

代

行

と

し

て
、

江

口

一
雄

元

衆

議

院

議

員

、

現

在

、

第

六

代

は

代

表

理

事

兼

会

長

代

行

と

し

て
、

岸

信

夫

衆

議

院

議

員

・
前

外

務

副

大

臣

・
現

議

院

運

営

委

員

会

理

事

が

就

任

し

て

い

る

。

▽

事

務
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